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Ⅰ　問題と目的

　筆者らは高機能広汎性発達障害注）のある小学
生を対象としたエブリ教室を開催している（佐々
木，加藤，2011１））．エブリ教室では，休日活動
の充実をねがい，活動内容として上半期にはタグ
ラグビー，下半期には劇活動を単元活動とし，そ
こでの参加児に対する支援の最適化を追究して
きた．具体的には支援方法を三観点，「コト・モ
ノ・ヒト」すなわち「活動（内容，展開）」，「物
（場，道具）」，「人（伝達，共感）」（佐々木，加藤，
2007２））から発想し，検討してきた．
　本稿は，その一環としてタグラグビーを焦点と
し，そこでの支援を実践的に検討するものである．
筆者らはこれまでにもタグラグビーに関する３つ
の実践研究報告を行ってきた．いずれも，参加児
の活動や心的過程の変遷の分析及び，タグラグビ
ーの参加児への支援内容・方法の効果を明確にす
ることを目的としたものである．
　１つ目は，これはタグラグビー実践研究の総論
として位置するものである．活動における「一人
一人のための支援計画（通称，IEP）」の作成と活
用のあり方に関する検討の中で，ねがいの実現と

支援方法の関係性について，タグラグビーの活動
を事例として論じ，活動における目的（参加児に
対するねがい）の実現に資する支援方法として，
「コト・モノ・ヒト」の相補的・有機的な機能を
分析的かつトータルに考え，説明する立場を提起
した．また，タグラグビーという題材について，
参加児にとって，学年や競技経験を問わず，力い
っぱい取組みやすいものであることを指摘した
（佐々木，加藤，2010３））．
　２つ目及び３つ目は，タグラグビー実践研究の
各論に位置するものである．「コト・モノ・ヒト」
における「ヒト」すなわち「人（伝達，共感）」
に着目した検討であり，具体的な支援方法として
プレーにおける戦略を介したかかわりの効果を論
じ，かつ，それらをスタッフ間で伝達，共有可能
な情報として活用するための表現形式を検討して
いる（佐々木，伊藤，名古屋，2012４）；佐々木，
今野，名古屋，2013５））．
　さて，本稿はタグラグビー実践研究の各論に位
置するものである．「コト・モノ・ヒト」におけ
る「コト」すなわち「活動（内容，展開）」に着
目する．これは実践において「何をするか」，「ど
う展開するか」ということである．タグラグビー
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の活動場面それ自体の設定であり，参加児の活動，
スタッフのかかわりなどの土台となるテーマでも
ある．本稿では，エブリ教室においてタグラグビ
ーに取組み始めた2007年度以来の内容を整理し，
活動内容及びその展開としてのあり方を検討する
ことを目的とする．

Ⅱ　方　法

　研究の方法は，エブリ教室における実践とそれ
に基づく考察である．具体的には，タグラグビー
における活動内容及び展開について，インタージ
ェネレーショナリティ（inter-generationality）と
インターローカリティ（inter-locality）の視点（矢
守，2010６）;佐々木，名古屋，2013７））によって
整理し，参加児の活動経過及び心的過程の変遷と
対照させながら検討する．
　インタージェネレーショナリティの視点からの
整理とは，同じ現場の複数時点間の比較対象作業
であり，エブリ教室における経年的な取組への着
眼し，エブリ教室自身が示した活動内容，実践内
容の変遷を把握ことである．
　また，インターローカリティの視点による整理
とは，複数の現場間の比較・対象作業であり，エ
ブリ教室の活動内容及び展開を模して実践した他
活動団体における，タグラグビー実践の活動内容，
実践内容について把握検討することである．対象
となる他活動団体は，中学生以上の年代を対象と
した「エブリクラブ」，放課後活動としてタグラ
グビーに取組む「Ａ

ア ク ト

ｃｔ．」，紫波町を支援エリア
とする「ＡＢフレンズ」である．
　これらに対応する参加児（者）の活動経過及び
心的過程の変遷を逸話的に記述し，支援方法とし
ての活動内容及び展開のあり方を検討する．ここ
で用いる資料は，タグラグビーの実践及び運営記
録である．これには，実践報告論文として過去に
公表しているものに加え，活動の計画及び実践に
関する構想，スタッフの事前事後ミーティングの
記録を記した第一筆者の実践記録ノートや「エブ
リ通信」と称して第一筆者が発行している保護者

宛の文書，記録写真をも含んだ．また，タグラグ
ビーに取組んだ他の活動団体の実践及び運営記録
も併せ用いる．
　なお，タグラグビーの概略は次のとおりである．
　①　 １チームを５名で編成する．プレーヤーは，

タグベルトを装着し，腰の両側にあるマジ
ックテープでタグを二本貼り付ける．

　②　 攻撃では，ボールを持ってゴールラインを
踏み越える「トライ」と称するプレーで得
点となる．

　③　パスは自分よりも後ろにいる味方に行う．
　④　 守備では，ボールを持っている相手のタグ

を獲ること「タグ」と称するプレーで相手
の進行を止める．タグを獲られたプレーヤ
ーは ,立ち止まりタグをつけなおし，味方
にパスを出してプレーを再開する．

　⑤　 得点した場合やタグを５回連続で獲られた
場合，ルーズボールを獲られた場合などに
は攻守交代する．

　⑥　 その他，ゲームの細部においては，会場の
物理的な制限や，参加児の様子に合わせて
タグラグビーの競技としての独自性を損な
わない程度にルールの変更やアレンジを施
した．参加児の様子に合わせたルールの変
更には，不慣れさに応じた軽減的，配慮的
な変更もあればプレーの成熟に応じた発展
的な変更も含んだ．

Ⅲ　結　果

１ 　インタージェネレーショナリティの視点によ

る整理

　エブリ教室は，1998年に立ち上げられ，通年か
つ毎月一回（土曜日午前中，二時間）開催してい
る．その参加者は盛岡市内およびその近隣地域在
住の小学生であり，高機能広汎性発達障害の診断
があるか，その疑いや可能性がある．毎年度10名
前後が参加しており，参加開始の学年は様々だが
６学年まで継続的に参加することが通例である．
スタッフは，第一筆者を含めた社会人有志及び学
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生有志，中学生有志の８名である．
　エブリ教室における活動目標は，「参加児にと
っての休日活動の充実」である．また，タグラグ
ビーの単元目標では，「タグラグビーに熱中して
取組んでほしい」（①攻守それぞれのプレーにお
いて目的的にプレーすること，②その過程では自
分の力を存分に発揮して首尾よく，そしてチーム
としての連携よくプレーすること，③プレーの成
功と失敗に伴う葛藤をも含め，プレーの成果をチ
ームメイトと共に分かち合うこと）が挙げられて
いる．さらに，参加児一人一人に対する個別の支
援目標として「守備のポジションや役割を理解し，
思い切りよく目的的なプレーをしてほしい．具体
的には，前衛の守備ポジションで，相手のボール
キャリアを追走することに力いっぱい取組んでほ
しい．」のような表記がある．これら３つの目標は，
その内容において階層的な関連があり，順次具体
化，個別化されている．
　タグラグビーの取組みは，2007年から現在に至
るまで，上半期の活動内容として，継続的発展的
に取組まれている．2007年度から2012年度までの
タグラグビーの活動内容及び展開を表１に一覧し
た．これに関して次の二つに着目し，その特色を
指摘する．
　（１）題材としてのタグラグビーへの導入方法

　ここでは，題材としてのタグラグビーへの導入
方法に着目する．これは，活動におけるモチベー
ションに影響をもたらす重要な点であろう．活動
内容及び展開に関する三つの分類型を指摘するこ
とができる．
　①他の種目からの移行措置を意図した活動内容
及び展開（「他種目転用移行型」）
　2007～2009年度における活動内容と展開は，タ
グラグビーへの移行措置として「じゃんけん陣取
り」や「タグ獲り鬼」などの遊び種目からの導入
がなされ，単元期間を通じて徐々にタグラグビー
へ活動形態が移行している．このような活動内容
及び展開を「他種目転用移行型」と称することに
する．
　この取組みにおいては，次のような逸話があっ

た．
　「じゃんけん陣取り」では，じゃんけんで負け
た後に自陣にボールを持ち帰って味方に手渡すこ
とをルールとして提示したが，ある参加児が咄嗟
に自陣の味方にボールを投げ返した．
　また，ある参加児は，自陣と敵陣の間で行われ
るチームメイトのじゃんけんの様子を覗き込むた
めに，自分の出番でないときに自陣を離れ，じゃ
んけんが行われる場所まで出向く場面があった．
　これら，参加児童の自然発生的な行動は，その
ときの活動内容に照らせばルール違反であった
が，後に展開されるタグラグビーとその移行過程
の活動に照らせば，　正規のルールあるいは合理
的なプレーとして認め得る動きであった．例えば，
後者は味方へのパスや，パスを受けるために味方
を追走することに一致する．そこで，このような
自然発生的な動きを，活動の発展として，ゲーム
のルール改正を行い，タグラグビーへの移行プロ
セスとした．
　②移行措置を一回の活動時間に含んだ活動内容
及び展開（「ワンパッケージ型」）
　2010年度における活動内容及び展開は，１回目
こそ前年度までの活動内容及び展開を要約，凝縮
して取組んでいる．このような活動内容及び展開
を「ワンパッケージ型」と称することにする．
　この取組みにおいては，次のような逸話があっ
た．
　「タグ獲り鬼」では，ボールを持ったスタッフ
が逃げる役となり，そのタグを獲ろうと参加児全
員がスタッフを追走した．その後で，ボールを持
っているスタッフが別なスタッフにパスを出すこ
とで，逃げる役が交代するというルールに変更し
た．ある参加児は，ルール変更当初，ボールの行
方に気がつきにくかったが，スタッフがパスを出
す動作に注目を集めるよう，その動作のときだけ
緩慢な動きを示すと，その参加児はパスの行方に
対する注目をするようになった．その後，次々と
逃げる役が変わる状況で，参加児たちは，ボール
を持った相手のタグを狙うというルールを理解
し，ゲームにおける守備プレーとしてボールを持
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つ相手選手を執拗に追走するようになった．
　③競技への取組みとして一般的な活動内容及び
展開（競技一般型）
　2010年度の２回目以降は，円陣パスなどのタグ
ラグビーの部分的・要素的な内容に比重が移って
いる．さらに，2011年度以降における活動内容及
び展開は，基本動作を取り入れたウォーミングア
ップメニューからゲームへと進む，競技の取組み
としてみればごく一般的なものになり，これが繰
り返されている．このような活動内容及び展開を
「競技一般型」と称することにする．
　この取組みにおいては，次のような逸話があっ
た．
　ウォーミングアップメニューの中に，参加児が
二人一組でスタートラインにつき，スタッフから
のパスを受けた方がゴールライン目指して駆け出
し，他方がそのタグを獲るべく追走する内容があ
る．これは攻守それぞれの基本プレーを抽出した
ものである．その後，チーム練習において，局面
を想定しての戦略を打ち合わせる．サイドライン
際で位置取り，そこでパスを受けたら一気にゴー
ルを目指すという戦略がある．ウォーミングアッ
プメニューでの基本動作が活かされる典型的な場
面である．運動自体に苦手意識が強かったある参
加児は，当初タグラグビーにも消極的だったが，
ボールを持ったらすぐに走るという習慣的な取組
みによって，ゲームにおいても思い切りよくスタ
ートを切りサイドライン際の突破を挑むようにな
った．
（２）単元の締めくくり

　ここでは，単元の締めくくりに着目する．これ
は単元における活動目標として参加児が目指す内
容であり，活動の成果が問われる重要な点であろ
う．
　各年度で共通しているのは，単元の締めくくり
として，リーグ戦などに取組むことである．その
ウエイトは経年的に増加しており，例えば，2010
年度からは単元機関を通じたリーグ戦で実戦経験
を積み上げている．また，エブリ教室内での対戦
にとどまらずエブリクラブや「Ａｃｔ．」との交

流試合などにも取組んでいる．
　この取組みにおいては，次のような逸話があっ
た．
　リーグ戦の過程では，試合数を重ねるごとに，
戦績を見比べ，ある参加児は「次の試合に勝てば
１位だ」と期待したり，別の参加児は「また引き
分け，勝てないじゃないか！」と悔しがったりし
た．いずれの姿からも活動に対する思いの強さを
察することができた．
　エブリクラブのメンバーを招いてのタグラグビ
ーのリーグ戦では，その終了後に，リーグ戦第３
位に甘んじた６学年のある参加児が「来年エブリ
クラブに入ってタグラグビーやりたいです！」と
雪辱を誓った．また，「Ａｃｔ．」との交流試合を
実施した翌年度始，「今年は絶対にＡｃｔ．に勝
ちたい」と意欲を示す参加児が複数名いた．

２　インターローカリティの視点による整理

　他の活動団体における，タグラグビーの活動内
容及び展開を表２に一覧した．これによると，活
動の設定として，年度に一回限りの単発活動と，
連続的で発展的に取組む単元活動とがある．しか
し，いずれの活動団体でも活動の締めくくりとし
て，タグラグビーのゲームを志向し実施している．
　以下では，活動団体それぞれの取組みの概略を
記す．
（１） エブリクラブ

　エブリクラブは，2000年に立ち上げられ，年４
回（３月，６月，10月，１月；土曜日午前中，二
時間）開催されている．その参加者はエブリ教室
のＯＢ，ＯＧにあたる中学生以上の青年たちであ
る．また，盛岡市内およびその近隣地域を問わず
県内各地からの参加もある．いずれも高機能広汎
性発達障害等発達障害の診断があるか，その疑い
や可能性がある．15名程度のメンバー登録がある
が，毎回の活動への参加者数はその半数程度であ
る．スタッフは，筆者を含めた社会人有志及び学
生有志である．スタッフは，エブリ教室スタッフ
を兼ねた第一筆者と数名のスタッフの他は，流動
的単発的な参加のスタッフであり，各回の活動で
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は４～６名程度が参加する．
　タグラグビーの取組みは，年４回の活動のうち
の１回に割り当てられ，2007年及び2009年度から
現在に至るまで取組まれてきた（佐々木，加藤，
2009８））．単発活動の設定であり，その１回で完
結する活動内容と展開方法として「ワンパッケー
ジ型」とした．これはエブリ教室における2007年
度当時の活動内容から要素を抽出し計画したもの
である．このときには，タグラグビー理解に至る
までの移行措置という発想から「野球型」の試合
をするに留まった．「野球型」の要点は次のとお
りである．すなわち，①チーム内で守備と攻撃の
役割分担を行う，②両チームの攻守役それぞれが
出場する場面を設定しゲームを行う．「１回の表」
には，Ａチームの攻撃であり，Ａチームの攻撃役
が出場し，Ｂチームの守備役が出場する．「１回
の裏」には，Ａチームの守備役が出場し，Ｂチー
ムでは攻撃役が出場する．３アウトならぬ，５タ
グで攻守交替となる．
　2009年度以降には，タグラグビーのリーグ戦に
至るまでを，活動内容及び展開とする「ワンパッ
ケージ型」とした．これはエブリ教室における
2009年度当時の活動内容から要素を抽出し計画し
たものである．
　エブリクラブにおけるタグラグビーの活動は，
年に一回であるものの，それを楽しみに来所する
参加者の姿がある．その一部には，エブリ教室で
タグラグビーに取組んだ経験のある参加者がお
り，プレーの面での活躍がある．
　この取組みにおいては，次のような逸話があっ
た．
　2007年度には，「タグ獲り鬼」をゲームの前段
に取組んだ．この後に「野球型」のゲームへと移
行したが，参加者には「タグ獲り鬼」の経験から
攻守の分担のうち希望する方を選択することを促
した．ある参加者は，「タグ獲り鬼」における逃
げる役において，周囲の動きを予見した動きをし
にくく，戸惑うことが多くあった．ゲームにおい
ては，攻撃プレーにおいて，ボールを持った際に
どこを走ればいいのか，あるいは，パスをもらう

ためにどこに動いたらよいのかを自分では選択し
にくい可能性があった．一方，「タグ獲り鬼」で
タグをねらう鬼役は，積極的にこなした．そこで，
タグを獲るという，プレーの目的が極めて明確な
守備役を選択し取組んだ．
　2009年度には，「タグ獲り鬼」や「ボール運び
ゲーム」をゲームの前段に取組んだ．前者では，
タグをねらって相手を追走すること，後者ではボ
ールを所定の位置に運ぶことのみを目的として取
組み，それぞれが攻守の基礎的な動きになること
を確認した．その後チーム練習として，局面を想
定してのセットプレーを打ち合わせた．この日初
めてタグラグビーを経験するというある参加者
は，はじめ消極的であったが，「タグ獲り鬼」や
「ボール運びゲーム」で示した端的な基礎的な動
きを経験したことで自分なりに取組めそうだとい
う見通しがもてたようだった．その後のチーム練
習やゲームにおいて積極的にボールを運ぶプレー
を繰り返し，トライを量産する活躍を見せた．
（２）Ａｃｔ．

　「Ａｃｔ．」は，2010年から2012年まで，６月
から９月まで隔週一回，期間中計８回（木曜日夕
方，二時間）開催された．タグラグビーに特化し
た活動である．
　その参加者は盛岡市内およびその近隣地域在住
の小学生であり，高機能広汎性発達障害等発達障
害の診断があるか，その疑いや可能性がある．毎
年度６名前後が参加しており，参加開始の学年は
様々だが６学年まで継続的に参加することを想定
している．スタッフは，第一筆者を含めた学生有
志４名である（Ａｃｔ．マネージャー，2011９）；
佐々木，201210））．
　「Ａｃｔ．」の活動内容及び展開は，エブリ教
室における2010年度当時の活動計画を参照してい
るが，タグラグビーに特化したことと，月二回と
いう活動の頻度，少人数活動であることから，活
動中の運動量，実戦経験の質量が充実している．
そのため参加児の技量は見る見る高まり，その活
動内容及び展開では，戦略の徹底など競技性を一
層高めていった．
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　また，単元の締めくくりとして，エブリ教室と
の対外試合を設定した．その事前には，対外試合
に向けての力試しとして練習試合（ゲストスタッ
フで編成したチームとの対戦）に取組み士気を高
めあった．
　この取組みにおいては，次のような逸話があっ
た．
　毎回繰り返されるウォーミングアップメニュー
の中で，チームメイト５人が横一列で併走しなが
らパスを往復させる内容がある．手渡し同然の短
い距離のパスを，歩く早さで進行しながら繰り返
すうちに，自然に進行のスピードが速まっていっ
た．
　2010年度当初のゲームにおいては，攻撃のパタ
ーンとして，タグを獲られた直後からのプレー再
開場面を用いたセットプレーが主たる戦略だっ
た．すなわち，静止状態で打ち合わせたプレーが
できるよう，チームメイトが互いの位置取りを確
認しあってから実施する攻撃のスタイルである．
しかし，前述したウォーミングアップメニューに
おける習熟によって，ある参加児は，静止状態か
らのゲーム再開後のプレーにおいて，走りながら
パスを受けてカットインしたり，ボールを持って
走るスタッフに併走し，トップスピードのままパ
スを受けてトライを決めたりするような攻撃のス
タイルを発揮し始めた．このようなプレーは，運
動自体が苦手だという別の参加児にも徐々に拡が
った．
　また，エブリ教室との交流試合においては，ど
の参加児も意欲を高めていた．その中である参加
児に劇的に思えるほどの意識の変化があった．こ
の参加児は，普段の活動において，タグを獲られ
た瞬間の落胆の思いが強く，プレー再開のパスを
行うまでに時間を要していた．また，そのパス動
作自体も雑であり度々パスミスとなっていた．こ
の間，相手守備は陣形を建て直すことができ，攻
撃する時チームにとって不利になる．このような
ことをスタッフが解説し，改善を求めていたがそ
れには至らなかった．ところが，エブリ教室チー
ムとの一進一退の緊迫したゲーム展開の中で，一

瞬の隙を突くことが勝敗にかかわることを直感し
たようで，この参加児は自らプレー再開のパスを
素早く行い，相手守備の陣形を立て直す前に攻撃
を畳み掛けるようになった．結果，この一戦を再
延長戦の末，自らの決勝トライをもって勝利した．
（３）ＡＢフレンズ

　ＡＢフレンズは，2012年に立ち上げられ，通年
かつ毎月一回（土曜日午前中二時間）開催されて
いる．
　その参加者は紫波町内およびその近隣地域在住
の小学生であり，高機能広汎性発達障害等の発達
障害の診断があるか，その疑いや可能性がある児
を多く含む．毎年度15名前後が参加しており，参
加開始の学年は様々だが６学年まで継続的に参加
することを想定している．スタッフは，運営母体
である子育て支援センターの職員３名，第一筆者
を含む社会人有志，学生有志であり，活動の企画
運営は学生有志が担当している．
　タグラグビーの取組みは，2011年の試行的開催
時に（年４回開催のうち）１回，2012年からの本
格開催時に，上半期（連続３回）の活動内容とし
て取組まれた（今野，2013a11）；2013b12））．
　2011年度の単発活動では，その１回で完結する
活動内容と展開方法として「ワンパッケージ型」
とした．これはエブリ教室における2010年度１回
目における活動内容及び展開を模して実施した．
　翌2012年度は，４月から７月までの３回を単元
化しタグラグビーに取組むことにした．これはエ
ブリ教室における2010年度１回目以降の活動内容
及び展開，年度当時の活動内容の要素を抽出し計
画したものである．
　この取組みにおいては，次のような逸話があっ
た．
　2011年度には，「タグ獲り鬼」をゲームの前段
に取組んだ．初めはスタッフが鬼役となり，参加
児を追いかけタグを獲ることをした．タグを獲ら
れたら動きを止めるというタグラグビーのルール
を理解しあうために，「タグを獲られたら“凍る”
こと」を提示した．これは，参加児にも馴染みが
あろう「氷鬼」のイメージを重ねたものである．
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ある参加児は，タグを獲られたことで大きく落胆
し活動からドロップアウトしそうになったが，予
め提示した通り，“凍る”という動作を的確に行
ったことをスタッフが指摘し励ますと，気を持ち
直し，それ以後はタグを獲られたことでの大きな
落胆はなくなり，ゲームにおいても，ゲーム再開
のパスをスムーズに行った．
　2012年度には，小学校でもタグラグビーの経験
があるというある参加児が同級生をリードし積極
的にパス練習をしたり，ゲームではボールを持っ
て果敢に攻めあがったりした．別の参加児は，ル
ールやパスを受けた後の打ち合わせの動きがスム
ーズに進まなかったが，プレーを繰り返す中で
徐々に理解し，ついにトライを決めチームメイト
と喜び合った．

Ⅳ　考　察

１ 　他の種目からの移行措置を意図した活動内容

及び展開（「他種目転用移行型」）の本質的な意

義

　筆者らは取組み当初，参加児の理解に即したタ
グラグビーの浸透を図るべく，遊び種目を用いて
の移行措置を講じた．その成果としてタグラグビ
ーの取組が成立したと理解していた．しかし，現
在，新規の参加児を加えるなどしても，単元を通
じての移行措置を講じることはない．むしろ，基
本動作を取り入れたウォーミングアップと，チー
ムでの作戦会議及び局面練習，ゲームにて，タグ
ラグビーの円滑な取り組みがなされている．
　このことから考えると，移行措置によるタグラ
グビーの浸透ということの本質的な意義は，当初
筆者らが想定していた，参加児のタグラグビー理
解ということよりも，実はスタッフの題材理解，
支援方法の確立ということだったといえるだろう．

２ 　移行措置を一回の活動に含んだ活動内容及び

展開（「ワンパッケージ型」）の意義

　「ワンパッケージ型」の用いられ方には次の２
つあった．すなわち，①単発開催における実施で

ある．②単元活動における導入としての実施であ
り，単元活動初回に実施し，その後「競技一般型」
へ発展的な移行していくものである．
　いずれの実施に際しても，活動グループや参加
児（者）の状況に応じた内容をパッケージ内に独
自に組み込むなどの工夫も可能だった．このよう
な簡便かつ利便的な活用が「ワンパッケージ型」
の意義といえるだろう．

３ 　競技への取組みとして一般的な活動内容及び

展開（競技一般型）の意義

　「他種目転用移行型」，「ワンパッケージ型」は，
「競技一般型」へと変遷していくプロセスとして
開発された．このことから「競技一般型」は，筆
者らのタグラグビー実践における到達点といえ
た．また，ここでの活動内容及び展開として，導
入場面でのウォーミングアップメニューやチーム
練習があったが，ここには，次の３つの意味があ
ると思われた．
　①認知的な準備である．参加児のタグラグビー
理解である．これは題材の理解というよりも競技
専門性に向かう理解である．具体的には，プレー
内容や動作におけるポイントの理解ということで
ある．
　②心的な準備である．これには活動へのモチベ
ーション，期待感の高まりなどがある．
　③身体的な準備である．これは，活動前の準備
体操という競技のウォーミングアップを意味する
が，競技特性に応じた動作を取り入れたことでよ
り効果的な準備であった．
　以上から，「競技一般型」の意義は，題材とし
てのタグラグビーから，競技としてのタグラグビ
ーへの質的な移行，さらには競技性の高まりの促
進といえるだろう．
　
４ 　単元の締めくくりとしてのリーグ戦や交流試

合の意義

　エブリ教室では，単元を通じてリーグ戦を実施
したが，単元の進行と共に，自分たちのチームの
優勝要件や，各チームのカラーというべき戦略や
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キープレーヤーの存在などが自他共に明らかにな
ってくる．そのことで相互の対戦にかける思いや
対策の検討などが見られるようになった．また，
順位決定にまつわる緊迫感なども生じる．単元の
終盤には，劇的な順位の逆転や白熱のシーソーゲ
ームなどを目の当たりにし，一喜一憂の質感が格
別なものになっているように思えた．具体的には，
感情の強さであり，声高にプレーの成功を喜んだ
り，プレーの失敗を悔やんだりする姿があった．
また，感情の分かち合いであり，チームメイトの
好プレーを喜びあう，ミスをしたチームメイトを
励ますなどの姿があった．
　一般的に，タグラグビーに限らず競技の醍醐味
は，プレーヤーやチーム同士が勝敗を争うこと，
プレーヤーやチームがより高い水準での理想的な
プレーをすることである．また，プレーヤーは自
分の技量やチームの技量が高まるごとにそれを発
揮することの喜びや，それを発揮し挑みたいとい
う意欲も高まるだろう．
　エブリ教室の参加児にとってもそのような思い
はごく自然なことのように思えた．リーグ戦での
勝敗に一喜一憂し，それをチームメイトで分かち
合う姿があった．また，チームのために戦略を考
え提案する参加児もいた．さらに，近年のエブリ
教室では，「Ａｃｔ．」との対外試合が恒例化して
おり，単元初期から「今年はＡｃｔ．に勝ちたい」
と話す参加児もいた．それは，対する「Ａｃｔ．」
の参加児にとっても同様だった．
　以上から，単元の締めくくりとしてのリーグ戦
や交流試合の意義は，参加児（者）にとって，そ
の技量や意欲が高まるという自然なプロセスに即
して，一層タグラグビーに熱中していける充実発
展を促すことである．

５　まとめと今後の課題

　本稿では，インタージェネレーショナリティと
インターローカリティの視点で，エブリ教室にお
けるタグラグビーの取組みについて，支援方法と
しての活動内容及び展開について整理をした．そ
こには，緩やかであっても競技性を追求しその醍

醐味を味わおうとする，ごく日常的で一般的な志
向性が含意されていることが明確になった．この
ことは，「よりよい休日活動を提供したい」，「タ
グラグビーに熱中して取組んでほしい」などと表
記されてきたエブリ教室における活動目的を反映
したものであろう．そのことは，活動の目的とそ
の実現に資する支援方法との間の一貫性，整合性
を示唆している．
　今後の課題として，次の３つを挙げる．
（１）有効な支援方法の追究

　活動目標と支援方法の間の一貫性，整合性に加
え，重視したいものに支援方法の有効性がある．
有効な支援方法の検討，追及は支援者にとって恒
常的な努力目標である．本稿は，支援方法として
の「コト・モノ・ヒト」の一部を焦点としたが，
本来はこれらが相補的・有機的に相まっていく．
各論の検証，追究と同時に，「コト・モノ・ヒト」
について包括的に検討する総論の追究が必要であ
る．
（２）タグラグビーの支援方法について，スタッ

フ間での共有方法

　本稿で挙げた実践では，いずれもエブリ教室で
タグラグビーを経験したスタッフが他のグループ
で活動を企画し実施している．「コト（内容，展開）」
を活用するのはスタッフという人的資源である．
人的資源の充実に際しては，スタッフ間での支援
方法の共有に資する方法の開発が必要である．
（３）タグラグビーの実施上の改善点

　タグラグビーはこれまでの実践経過から見て，
ルールの上でも実際の活動の上でも，参加児にと
って分かりやすく取組みやすい活動であると言え
る．その上で，「コト（内容，展開）」にかかわる
具体的な支援及び，「コト」が「ヒト」や「モノ」
とのかかわりから成立する支援を精錬していくこ
とが求められる．例えば，ウォーミングアップの
方法，試合中の安全面の配慮，得点掲示等ハード
面での工夫，観戦の体制などについて，具体的な
場面の精査による改善に努めたい．
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注　釈

　高機能広汎性発達障害とは，「知的障害を伴わ
ない広汎性発達障害」という意味である．すなわ
ち，知的障害を伴わない自閉症（いわゆる高機能
自閉症），アスペルガー障害，特定不能の広汎性
発達障害包括する概念である．
　これら診断名（障害名）の表記については，適
語を検討中である。
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